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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、うつ病や不安障害などの感情障害における情動制御障害の心理生理
学的メカニズムの解明であった。行動レベルでは感情刺激に対する認知処理の制御を媒介として不安や抑うつが
感情に及ぼす影響を検討した。また、情動制御に関連した脳活動と認知行動療法による情動に対する制御スキル
の獲得に伴う神経活動及び関連する神経ネットワークを検討した。その結果、情動制御には前頭前野の広範な領
域の活動上昇と扁桃体の活動低下を伴うこと、認知行動療法によってネガティブな刺激の処理に伴う前頭前野の
活動の変化を検出した。また、機械学習を用いて脳活動からうつ病患者を一定の精度で検出可能であることを示
した。

研究成果の概要（英文）：Purposes of this study was to investigate psychophysiological dysfunction in
 affective disorders in context of emotion regulation. I examined how anxiety or depression effects 
on cognitive processing of emotional stimuli and related brain functions or networks by using fMRI. 
As a result, I found activities of  the lateral and medial prefrontal cortices in context of emotion
 regulation, and activation changes in these region by cognitive behavioral therapy. In addition, I 
suggested method which discriminate depression from healthy participant by applying the machine 
learning algorithm to brain activation data.

研究分野： 臨床心理学
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  ４版



１．研究開始当初の背景 

 うつ病や不安障害などの感情障害の背景

には、それぞれ異なる病態メカニズムが想定

されているが、近年はこれらの疾患の共通点

を介入ターゲットとすることで、診断横断的

な心理療法が開発されている（Barlow et al 

2011）。うつ病や不安障害などの感情障害共

通の心理学的メカニズムには２つの要因が

症状の生起に関与すると考えられる。一つは

ネガティブな情動や認知などの異常亢進で

ある。ネガティブな情動や認知の異常亢進は、

脳機能画像研究においても数多く検討され

ており、辺縁系や島等の情動処理に関わる脳

領域の機能異常と相関することが明らかに

な っ て い る （ Yoshimura et al 2009; 

Yoshimura et al 2010）。もう一つは情動制御

の機能障害である。ネガティブな情動の亢進

は健常な状態であってもストレスイベント

に付随して頻繁に生じるが、短期間でネガテ

ィブな情動処理が抑制される。これは健常者

ではネガティブな情動を制御する機能が保

たれているためである。 

 情動制御の心理学的枠組みは(Gross, 1998, 

2002)では、情報が入力され、評価が行われ

ているときの感情制御の方略を“認知的再評

価”と定義している。ここでは、入力された

情報を再検討し物理的側面などの情動以外

の側面に注目することによって情動の制御

を行う方略である。認知的再評価は認知行動

療法の構成要素として位置づけられており、

認知行動療法によって患者が獲得するスキ

ルの一つと考えられている（Hofmann 2005）。

本研究ではこの情動制御に関するGrossの体

系化に基づき、感情障害における情動制御障

害を認知的再評価の文脈で検討する。これに

より、認知行動療法の心理生理学的メカニ

ズムを明らかにし、心理療法をより効果的

に実践するための基礎検討につながると考

えられる。 
 
２．研究の目的 

本研究では、上記の背景に基づいて以下の３

点について検討を行った。 

①認知的再評価と脳機能の関連の検討 

ネガティブ感情を伴う刺激に対する認知的

再評価に関与する脳機能を検討する。これは

健常成人に対して行い、情動制御障害のマー

カーとなる神経基盤の同定を試みるためで

ある。 

②感情障害における認知的再評価の脳機能

障害の検討 

感情障害の患者を対象にして、認知的再評価

と関連した情動制御の障害と関連した脳機

能を検討する。 

③感情障害に対する認知行動療法の作用機

序の心理生理学的検討 

認知行動療法の作用機序の検討のために、認

知行動療法の前後における情動制御と関連

した脳機能の変化を検討する。また、心理生

理学的データに基づくうつ病と健常者の分

類を機械学習を用いて検討する。 
３．研究の方法 

各検討点については、以下の方法を用いて研

究を行った。 

①認知的再評価と脳機能の関連の検討 

認知的再評価は、感情刺激に対して客観的に

様々な観点から評価を行うことで感情刺激

のインパクトを低減しようとする適応的な

対処行動である。その神経基盤としては、内

側及び外側の前頭前野の広範な領域にある。

ここでは、不快刺激の到来の予期に伴う不快

感情をターゲットとして、それに対して認知

的再評価を行う条件(regulation)と認知的再

評価を行わない条件（anxiety）を設定して群

内比較を行った。この課題は健常成人を対象

に、機能的核磁気共鳴画像法（fMRI）の測定

を行いながら施行した。fMRI によって得ら

れ た デ ー タ は Statistical Parametric 

Mapping(SPM)によって前処理と統計処理

を行った。 

②感情障害における認知的再評価の脳機能



障害の検討

 当初の計画では、

ティブ情動への認知的再評価遂行時の脳機能

の違いを検討する

が、方法論上の問題が生じたため

究を行うこととした。

社会的排斥条件と

事させた。社会的サポート

する受容による情動制御の効果が前頭前野

に生じると推測し、その受容による情動制御

と関連した前頭前野の活動が、不安の高低に

よってどのように調整されるかを検討した。

③感情障害に対する認知行動療法の作用機

序の心理生理学的検討

 感情障害の患者としてうつ病の患者を対象
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ガティブな刺激語を提示し、それらの刺激語

の内容についての自己関連性判断を行なっ

た。 

 また、多次元の心理生理学的データを特徴

量として新たな感情障害の分類方法の検討

を行った。具体的には、

31 名の健常者の脳機能画像データと脳構造
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に投入し、
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４．研究成果
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・ 情動制御に関わる前頭前野の神経回路が 

特定された。 

・ 認知行動療法によって情動制御に関わる

神経回路の機能的結合性に変化が見られ

ることが明らかになった 

脳機能画像データに基づいて、機械学習アル

ゴリズムによってうつ病と健常者の分類が高

い精度で実現できた。しかしながら、③の検

討点については、当初の研究計画では機械学

習アルゴリズムによって認知行動療法の治療

反応性予測を検討する予定であった。 

この点については、試行的にLASSOやSVMに

よる分類を試みたものの、認知行動療法によ

る50％以上の症状半減を予測するパラメータ

を推定しても60％程度の精度しか得られず、

現実的な精度を得るまで精緻な検討を行うこ

とはできなかった。この要因には認知行動療

法のように長期間にわたる複雑な介入では、

効果の有無の差がそれほど明確でないために

スパースな解が得られにくいと考えている。 
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